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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第１端子部が設置される第１回路基板と、
　前記複数の第１端子部と対向する複数の第２端子部が設置される第２回路基板と、
　前記複数の第１端子部と前記複数の第２端子部とを導通する導通手段と、
　前記第１回路基板上に設置され、前記複数の第１端子部のうち少なくとも１つに接続さ
れるＩＣ部と、
　を含み、
　前記複数の第１端子部の前記ＩＣ部に接続される端子を含む少なくとも２つの隣接する
端子間は、コンデンサーを介して接続され、アンテナとして機能することを特徴とする無
線通信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線通信装置において、
　前記ＩＣ部は、高周波信号を送受信する高周波アナログＩＣであることを特徴とする無
線通信装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の無線通信装置において、
　前記高周波信号は２．４ＧＨｚであることを特徴とする無線通信装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の無線通信装置において、



(2) JP 5724313 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

　前記導通手段の少なくとも一部は、前記アンテナとして機能することを特徴とする無線
通信装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の無線通信装置において、
　前記複数の第１端子部は、前記第１回路基板の上下又は左右に設置されていることを特
徴とする無線通信装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の無線通信装置において、
　前記第２回路基板上に配置され、前記複数の第２端子部のうち少なくとも１つに接続さ
れる第１内部回路を含むことを特徴とする無線通信装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の無線通信装置において、
　前記第１内部回路は表示部であり、前記第２回路基板は表示パネル基板であることを特
徴とする無線通信装置。
【請求項８】
　請求項５に記載の無線通信装置において、
　前記アンテナとして機能する構成は、ダイポールアンテナであることを特徴とする無線
通信装置。
【請求項９】
　請求項５に記載の無線通信装置において、
　前記アンテナとして機能する構成は、ダイバーシティーアンテナであることを特徴とす
る無線通信装置。
【請求項１０】
　請求項６又は７に記載の無線通信装置において、
　前記第１回路基板上に設置され、前記複数の第１端子部のうち少なくとも１つに接続さ
れ、直流信号又は低周波信号が出力される第２内部回路を含み、
　一端が前記第２端子部に接続され、他端が前記第１内部回路に接続される第１高周波遮
断素子と、
　一端が前記第１端子部に接続され、他端が前記第２内部回路に接続される第２高周波遮
断素子と、の少なくとも一方をさらに含むことを特徴とする無線通信装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の無線通信装置において、
　前記第１及び第２高周波遮断素子は、インダクタンス素子または抵抗素子であることを
特徴とする無線通信装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の無線通信装置において、
　前記第２内部回路は、信号処理用のデジタルＩＣであることを特徴とする無線通信装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信装置の小型化が進み腕時計タイプのものも出現している。小型・軽量化
のための高密度実装が必須であるとともに、厳しい受信環境の下、受信感度の向上のため
アンテナ構造が重要である。例えば、小型無線通信装置のアンテナを設置する構造が示さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２７４６０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の構造では、チップアンテナ等のアンテナ素子が必要な上、
高周波回路とアンテナとの接続手段が必要となり、小型・軽量化、及び低コスト化が困難
になる虞がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］複数の第１端子部が設置される第１回路基板と、前記第１回路基板上に設
置され、前記複数の第１端子部のうち少なくとも１つに接続される高周波回路と、前記複
数の第１端子部と対向する複数の第２端子部が設置される第２回路基板と、前記第２回路
基板上に設置され、前記複数の第２端子部のうち少なくとも１つに接続される第１内部回
路と、前記複数の第１端子部と前記複数の第２端子部とを導通する導通手段と、を含み、
前記複数の第１端子部及び前記複数の第２端子部のうち少なくとも一方の前記高周波回路
に接続される端子を含む少なくとも２つの連続する端子間は、コンデンサーを介して接続
され、前記複数の第１端子部及び前記複数の第２端子部のうち少なくとも一方の少なくと
も１つの連続する端子間は、無線通信用のアンテナとして機能することを特徴とする無線
通信装置。
【０００７】
　これによれば、小型無線通信装置において、導通手段と接続される複数の第１端子部及
び複数の第２端子部のうち少なくとも一方の少なくとも１つの連続する端子間をアンテナ
として使用するので、チップアンテナ等のアンテナ素子が不要となる上、アンテナ接続手
段も不要となるため、機器の小型・軽量化・低コストが可能となる。
【０００８】
　［適用例２］上記無線通信装置であって、前記導通手段の少なくとも一部は、無線通信
用のアンテナとして機能することを特徴とする無線通信装置。
【０００９】
　これによれば、一般に導通手段は第１回路基板外周部に設置されている。この位置は自
由空間に近く、またノイズ源となるＣＰＵ等のＩＣから離れる。したがって、これをアン
テナとして機能するように使用した場合、アンテナ性能がさらに向上する。
【００１０】
　［適用例３］上記無線通信装置であって、前記複数の第１端子部は、前記第１回路基板
の上下又は左右に設置されていることを特徴とする無線通信装置。
【００１１】
　これによれば、高性能なアンテナ構成を選択することにより、高周波回路の送信効率及
び受信感度が向上する。
【００１２】
　［適用例４］上記無線通信装置であって、前記無線通信用のアンテナとして機能する構
成は、ダイポールアンテナであることを特徴とする無線通信装置。
【００１３】
　これによれば、高性能なアンテナ素子となるので高周波回路の送信効率、受信感度が向
上する。モノポールアンテナでは、その性能を発揮させるためには大面積のＧＮＤが必要
であるが、腕時計タイプのような小型無線通信装置では十分に確保することが困難である
。一方、ダイポールアンテナは原理的にＧＮＤを必要としないため腕時計タイプのような
小型無線通信装置においては好適である。
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【００１４】
　［適用例５］上記無線通信装置であって、前記無線通信用のアンテナとして機能する構
成は、ダイバーシティーアンテナであることを特徴とする無線通信装置。
【００１５】
　これによれば、受信状態の良い方のアンテナ素子を選択できるため、高性能なアンテナ
素子となり高周波回路の送信効率、受信感度が向上する。
【００１６】
　［適用例６］上記無線通信装置であって、前記第１回路基板上に設置され、前記複数の
第１端子部のうち少なくとも１つに接続され、直流信号又は低周波信号が出力される第２
内部回路を含み、一端が前記第２端子部に接続され、他端が前記第１内部回路に接続され
る第１高周波遮断素子と、一端が前記第１端子部に接続され、他端が前記第２内部回路に
接続される第２高周波遮断素子と、の少なくとも一方をさらに含むことを特徴とする無線
通信装置。
【００１７】
　これによれば、高周波回路とアンテナ機能とは、第１高周波遮断素子を介して第１内部
回路と接続された第２回路基板の面にある第２端子部を介して接続されるため、第１内部
回路に入力される信号の直流信号又は低周波信号と、高周波回路に使用される高周波信号
と、は周波数で分離される。また、高周波回路とアンテナ機能とは、第２高周波遮断素子
を介して第２内部回路と接続された第１回路基板の面にある第１端子部を介して接続され
るため、第２内部回路に入力される信号の直流信号又は低周波信号と、高周波回路に使用
される高周波信号と、は周波数で分離される。
【００１８】
　［適用例７］上記無線通信装置であって、前記第１及び第２高周波遮断素子は、インダ
クタンス素子であることを特徴とする無線通信装置。
【００１９】
　これによれば、インダクタンス素子がいわゆるローパスフィルターの働きをする。すな
わち、高周波信号の周波数成分に対しては高インピーダンスとなり、直流信号又は低周波
信号の周波数成分に対しては低インピーダンスとなるので、第１及び第２内部回路への高
周波信号の漏洩を防止することができるとともに、第１及び第２端子部に印加された直流
信号又は低周波信号を第１及び第２内部回路へ流すことができる。
【００２０】
　［適用例８］上記無線通信装置であって、前記第１及び第２高周波遮断素子は、抵抗素
子であることを特徴とする無線通信装置。
【００２１】
　これによれば、抵抗素子は、高周波信号（電流量大）を遮断する機能を有している。ま
た、第１及び第２内部回路に流れる電流は微小であるから、ある程度の抵抗値は許容でき
るため、第１及び第２端子部に印加された直流信号又は低周波信号を第１及び第２内部回
路へ流すことができる。
【００２２】
　［適用例９］上記無線通信装置であって、前記第１内部回路は、表示部であり、前記第
２内部回路は、信号処理用のデジタルＩＣであることを特徴とする無線通信装置。
【００２３】
　これによれば、無線通信装置内の情報を目視確認及びデジタル信号処理することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】第１の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の全体構成を示す説明図。
【図２】第１の実施形態に係る腕装着型無線通信装置に搭載された回路組立体を示す平面
図及び底面図。
【図３】第１の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
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【図４】第１の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
【図５】第１の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
【図６】第２の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図及び断面図。
【図７】第３の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の断面図。
【図８】第３の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
【図９】第４の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
【図１０】第５の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の断面図。
【図１１】第６の実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図。
【図１２】第７の実施形態に係るアンテナの構成を示す図。
【図１３】第８の実施形態に係るアンテナの構成を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図面に基づいて、本実施形態に係る無線通信装置としての腕装着型無線通信装置を説明
する。
【００２６】
　（第１の実施形態）
  図１は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の全体構成を示す説明図である。図２
は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置に搭載された回路組立体を示す平面図及び底
面図である。
【００２７】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置２は、液晶表示パネル（表示部）（第１内部回
路）１０が配置されている側が表面側とされる装置本体１２と、一対の腕バンド１４Ｒ，
１４Ｌとから構成されている。それぞれの腕バンド１４Ｒ，１４Ｌは、各バンド基端が装
置本体１２の両端に取り付けられており、これらのバンドは、各末端部で尾錠１６によっ
て相互に結合することが可能になっている。
【００２８】
　装置本体１２は、表面側のケーシング１８と、装置本体１２の裏側でケーシング１８の
裏側に固定される裏カバー２０とで構成されている。ケーシング１８と裏カバー２０とに
よって構成された装置本体１２には、回路組立体２２が内蔵されている。回路組立体２２
は、その主要構成部品が、装置本体１２の内部においてその厚さ方向に積層配置された構
造になっている。すなわち、回路組立体２２では、図２に示すように、液晶表示パネル１
０と、回路基板（第１回路基板）２４と、回路駆動用電池２６とが厚さ方向に配置されて
いる。
【００２９】
　図３は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置２の上面図である。腕装着型無線通信
装置２は、回路基板２４と、表示パネル基板（第２回路基板）３２と、を備えている。回
路基板２４上には、後述する種々の集積回路（ＩＣ：Integrated Circuit）と、回路基板
側端子と、が配置されている。回路基板２４には、多層基板が用いられ、ガラス－エポキ
シ基板やフェノール樹脂基板やセラミック基板からなる基板に表層パターン（配線パター
ン）が形成されている。
【００３０】
　表示パネル基板３２上には、液晶表示パネル１０と、後述する表示パネル側端子と、が
配置されている。
【００３１】
　一般に、回路基板２４上の回路基板側端子と表示パネル基板３２上の表示パネル側端子
とは、「導体に金属粒子を使用した導電シリコーンゴムと電気絶縁性シリコーンゴムをゼ
ブラ状に交互に積層したゴムコネクター」（通称ゼブラ、以下ゼブラコネクター（導電手
段）と称す）により接続されている。ここで、液晶表示パネル１０に供給される信号は直
流信号又は低周波数（１ＭＨｚ以下）の信号であるから、現在通常無線通信に使用される
例えば周波数２．４ＧＨｚの高周波信号と分離させることができる。
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【００３２】
　図４は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置２の上面図である。尚、図４は、回路
基板２４から表示パネル基板３２を外した状態である。回路基板２４には、送信及び受信
の機能を備える高周波アナログＩＣ３６と、回路基板側端子２８と、高周波アナログＩＣ
３６と回路基板側端子２８とを接続する配線５２とが配置されている。高周波アナログＩ
Ｃ３６は、例えば２．４ＧＨｚといった高周波信号（ＲＦ信号）を送受信する。
【００３３】
　回路基板側端子２８は、回路基板２４と表示パネル基板３２との接続用端子として機能
する他に、腕装着型無線通信装置２のアンテナとして機能する。複数の回路基板側端子２
８は、それぞれ違った信号を伝送するため、当然分離されている。したがって、そのまま
ではアンテナとして機能しない。そこで、複数の回路基板側端子２８に小容量の結合コン
デンサー６８を接続する。つまり、高周波的に接続する。一方、回路基板側端子２８にか
かる信号は、直流信号又は低周波数の信号であるから小容量の結合コンデンサー６８で結
合しても機能的に問題の発生する虞はない。また、複数の回路基板側端子２８に接続する
結合コンデンサー６８の個数でアンテナ長、つまり周波数を調整できる。
【００３４】
　一般に回路基板側端子２８は回路基板２４外周部に設置されている。この位置は自由空
間に近く、またノイズ源となるＣＰＵ等のＩＣから離れている。したがって、これをアン
テナとして使用した場合、アンテナ性能が向上する。
【００３５】
　図５は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置２の上面図である。図５は、回路基板
２４から表示パネル基板３２を外した状態である。回路基板２４には、信号処理用デジタ
ルＩＣ（第２内部回路）３８が配置されている。信号処理用デジタルＩＣ３８は、アナロ
グ／デジタル変換前に受信信号をサンプリングするデジタル回路やフェイズ・ロック・ル
ープ回路などが組み込まれている。
【００３６】
　信号処理用デジタルＩＣ３８への高周波信号の漏洩を確実に防止するため、高周波アナ
ログＩＣ３６から見て、回路基板２４上の信号処理用デジタルＩＣ３８のインピーダンス
が低い場合やラインが長い場合には、信号処理用デジタルＩＣ３８と回路基板側端子２８
との間に第２高周波遮断素子としてのインダクタンス素子４６あるいは抵抗素子４８を挿
入してもよい。信号処理用デジタルＩＣ３８に供給される信号は、直流信号又は低周波数
の信号であり、また電流も微小であるからインダクタンス素子４６や抵抗素子４８を挿入
してもほとんど問題の発生する虞はない。
【００３７】
　また、本実施形態は、ゼブラコネクターを介して高周波信号が表示パネル基板３２へ漏
洩する虞があるため、ゼブラコネクターを高抵抗にするかインダクタンス特性を持たせる
ことが望ましい。この場合も、液晶表示パネル１０に供給される信号は、直流信号又は低
周波数の信号であり、また電流も微小であるからほとんど問題の発生する虞はない。
【００３８】
　本実施形態によれば、腕装着型無線通信装置２において、複数の回路基板側端子２８の
うち少なくとも１つの連続する端子間をアンテナとして使用するので、チップアンテナ等
のアンテナ素子が不要となる上、アンテナ接続手段も不要となるため、機器の小型・軽量
化・低コストが可能となる。
【００３９】
　（第２の実施形態）
  図６は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図及び断面図である。図６（Ａ
）は上面図であり、図６（Ｂ）は断面図であり、図６（Ｃ）は容量結合を示す図である。
尚、図６は、回路基板２４から表示パネル基板３２を外した状態である。また本実施形態
の説明において、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を
省略する。
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【００４０】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置４は、図６（Ａ）に示すように、前述の腕装着
型無線通信装置２の結合コンデンサー６８に換えて、回路基板側端子２８の対向する部分
の回路基板２４の外層（あるいは内層）にパターン（導体）６４を設けている。これによ
り、図６（Ｃ）に示すように、回路基板側端子２８間を容量結合させることにより、回路
基板側端子２８をアンテナとして機能させる。
【００４１】
　ここで、結合容量について説明する。平板コンデンサーの容量は、Ｃ＝ε×ε0×Ｓ／
ｄである。ここで、εは比誘電率、ε0は真空中の誘電率、Ｓは回路基板側端子２８の面
積、ｄは回路基板側端子２８とパターン６４との距離である。回路基板２４に高誘電率基
板を使用して、εが３０、Ｓが０．４ｍｍ2（長さ２ｍｍ、幅０．２ｍｍ）、ｄが０．０
１ｍｍとすると、容量は約１０．６ｐＦとなる。この場合、２．４ＧＨｚのインピーダン
スはＺ＝１／ｊωＣである。ここで、ωは角周波数で、コンデンサー１個当たり約６オー
ムで回路基板側端子２８間は約１２オームとなり十分な低インピーダンスで接続できる。
この容量により複数の回路基板側端子２８を高周波的に接続する。
【００４２】
　一方、回路基板側端子２８にかかる信号は、直流信号又は低周波数の信号であるからこ
の程度の容量で結合しても問題の発生する虞はない。例えば、周波数が１ＭＨｚとすると
１個当たりのインピーダンスは約１５Ｍオームで回路基板側端子２８間は約３０Ｍオーム
となりほぼオープンと見なせる。
【００４３】
　また、パターン６４の長さでアンテナ長、つまり周波数を調整することができる。例え
ば、２．４ＧＨｚの真空中の波長λは、１２．５ｃｍである。モノポールアンテナの必要
長は、λ／４であるため、３．１２５ｃｍである。ここで例えば、ガラスエポキシ基板を
使用した場合、比誘電率εｒは４．７として、アンテナの必要長は３．１２５÷４．７＾
（１／２）で１．４４ｃｍとなる。また例えば、高誘電率セラミック基板を使用した場合
、比誘電率εｒは３０として、アンテナの必要長は３．１２５÷３０＾（１／２）で０．
５７ｃｍとなる。
【００４４】
　本実施形態によれば、コンデンサーを実装する必要がないため、さらに装置の小型・軽
量化・低コストが可能となる。
【００４５】
　（第３の実施形態）
  図７は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の断面図である。本実施形態の説明に
おいて、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【００４６】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置４は、回路基板２４上の回路基板側端子２８と
表示パネル基板３２上の表示パネル側端子４０とを接続するゼブラコネクター４２が配置
されている。腕装着型無線通信装置４は、第２の実施形態に加えて、ゼブラコネクター４
２そのものもアンテナとして機能するように使用する。一般にゼブラコネクター４２は回
路基板２４外周部に設置されている。この位置は自由空間に近く、またノイズ源となるＣ
ＰＵ等のＩＣから離れている。したがって、ゼブラコネクター４２をアンテナとして機能
するように使用した場合、アンテナ性能がさらに向上する。また、ゼブラコネクター４２
によりアンテナとして機能して使用する導体体積が増えるため、アンテナ性能が向上する
。尚この場合、ゼブラコネクター４２の抵抗は低い方が望ましい。
【００４７】
　図８は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置４の上面図である。液晶表示パネル１
０への高周波信号の漏洩を確実に防止するため、高周波アナログＩＣ３６（図６（Ａ）参
照）から見て、表示パネル基板３２上の液晶表示パネル１０のインピーダンスが低い場合
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やラインが長い場合には、液晶表示パネル１０と表示パネル側端子４０との間に第１高周
波遮断素子としてのインダクタンス素子４６や抵抗素子４８を挿入してもよい。液晶表示
パネル１０に供給される信号は、直流信号又は低周波数の信号であり、また電流も微小で
あるからインダクタンス素子４６や抵抗素子４８を挿入してもほとんど問題の発生する虞
はない。
【００４８】
　（第４の実施形態）
  図９は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図である。尚、本実施形態の説
明において、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を省略
する。
【００４９】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置６は、前述の腕装着型無線通信装置４に加えて
、表示パネル基板３２の表示パネル側端子４０間に結合コンデンサー６８を実装したもの
である。これにより腕装着型無線通信装置６は、前述の腕装着型無線通信装置４より結合
コンデンサーの容量が２倍となる。したがって、これをアンテナとして機能するように使
用した場合、アンテナ性能がさらに向上する。
【００５０】
　（第５の実施形態）
  図１０は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の断面図である。図１０（Ｂ）は容
量結合を示す図である。尚、本実施形態の説明において、前述の実施形態と同一の構成に
ついては同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００５１】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置８は、図１０（Ａ）に示すように、前述の腕装
着型無線通信装置６の結合コンデンサー６８に換えて、表示パネル側端子４０の対向する
部分の表示パネル基板３２の外層（あるいは内層）にパターン（導体）６４を設けている
。これにより、図１０（Ｂ）に示すように、表示パネル側端子４０間を容量結合させるこ
とにより、表示パネル側端子４０をアンテナとして機能させる。
【００５２】
　本実施形態によれば、コンデンサーを実装する必要がないため、さらに装置の小型・軽
量化・低コストが可能となる。
【００５３】
　（第６の実施形態）
  図１１は、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置の上面図である。尚、本実施形態の
説明において、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を省
略する。
【００５４】
　一般に、回路基板２４と表示パネル基板３２との接続は上下又は左右一対で行われる。
そこで、本実施形態に係る腕装着型無線通信装置９は、それぞれの回路基板側端子２８を
アンテナとして機能するように使用する。もちろん第１～第５の実施形態を適用すること
は可能である。
【００５５】
　（第７の実施形態）
  図１２は、本実施形態に係るアンテナの構成を示す図である。尚、本実施形態の説明に
おいて、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【００５６】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置９は、図１２に示すように、２箇所の回路基板
側端子２８がダイポールアンテナ５４として機能するように構成する。これにより、高性
能なアンテナとなるので送信効率、受信感度が向上する。モノポールアンテナでは、その
性能を発揮させるためには大面積のＧＮＤが必要であるが、腕装着型無線通信装置のよう
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ＧＮＤを必要としないため腕装着型無線通信装置のような小型無線装置においては好適で
ある。
【００５７】
　（第８の実施形態）
  図１３は、本実施形態に係るアンテナの構成を示す図である。尚、本実施形態の説明に
おいて、前述の実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【００５８】
　本実施形態に係る腕装着型無線通信装置９は、図１３に示すように、２箇所の回路基板
側端子２８がダイバーシティーアンテナ５６として機能するように構成する。これにより
、２つの電波受信ルートで信号を入力させるようにしたため、受信状態の良い方のアンテ
ナの機能を選択できるため、高性能なアンテナとなり送信効率、受信感度が向上する。
【００５９】
　尚、本実施形態を利用できる無線通信装置としては、上記に示す腕装着型無線通信装置
以外にも、省スペースに高周波回路とアンテナ素子とを使用するページャー（携帯用小型
無線機呼び出し機）、電話機、テレビ、ＧＰＳ（Global Positioning System）等の衛星
受信機、及び無線ＬＡＮ（Local Area Network）等がある。
【符号の説明】
【００６０】
　２，４，６，８，９…腕装着型無線通信装置（無線通信装置）　１０…液晶表示パネル
（表示部）（第１内部回路）　１２…装置本体　１４Ｒ，１４Ｌ…腕バンド　１６…尾錠
　１８…ケーシング　２０…裏カバー　２２…回路組立体　２４…回路基板（第１回路基
板）　２６…回路駆動用電池　２８…回路基板側端子（第１端子部）　３２…表示パネル
基板（第２回路基板）　３６…高周波アナログＩＣ（高周波回路）　３８…信号処理用デ
ジタルＩＣ（第２内部回路）　４０…表示パネル側端子（第２端子部）　４２…ゼブラコ
ネクター（導通手段）　４６…インダクタンス素子（第１及び第２高周波遮断素子）　４
８…抵抗素子（第１及び第２高周波遮断素子）　５２…配線　５４…ダイポールアンテナ
　５６…ダイバーシティーアンテナ　６４…パターン　６８…結合コンデンサー（コンデ
ンサー）。
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